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✞034 家の教会（初代教会）の指導者たち 

初代教会は、「祈り」、「賛美」、「聖書朗読」を中心に、愛餐を行った。以下の指導者たちは、詳細は

分からないが、地元のキリスト者の集まりのために、自宅を開放し、信徒たちを導いた。 

 

◆フェベ（場所：ケンクレアイ） 

ケンクレアイの教会の奉仕者でもある、わたしたちの姉妹フェベを紹介します。 

どうか、聖なる者たちにふさわしく、また、主に結ばれている者らしく彼女を迎え入れ、あなた

がたの助けを必要とするなら、どんなことでも助けてあげてください。彼女は多くの人々の援助

者、特にわたしの援助者です。（ローマ 16：1～2） 

⇒上記の記述から、初代教会において、指導的立場にあった女性もいたことが分かる。 

ケンクレアイは、コリントの町から約 11 ㎞南東に位置する港町である。 

 

◆ガイオ（場所：コリント） 

 わたしとこちらの教会全体が世話になっている家の主人ガイオが、よろしくとのことです。市の

経理係エラストと兄弟のクアルトが、よろしくと言っています。（ローマ 16：23） 

⇒こちらの教会は、コリントの教会である。ガイオの名は他の箇所（使徒 19：29、使徒 20：4、Ⅰ

コリ 1：14、Ⅲヨハネ：１）にも出てくるが、すべて違う人物である（Ⅰコリ 1：14：諸説あり）。 

 

◆プリスカ（プリスキラ：プリスカの愛称）とアキラ（場所：コリント→エフェソ） 

 その後、パウロはアテネを去ってコリントへ行った。ここで、ポントス州出身のアキラというユ

ダヤ人とその妻プリスキラに出会った。クラウディウス帝が全ユダヤ人をローマから退去させる

ようにと命令したので、最近イタリアから来たのである。パウロはこの二人を訪ね、職業が同じ

であったので、彼らの家に住み込んで、一緒に仕事をした。その職業はテント造りであった。 

（使徒 18：1～3） 

 パウロは、なおしばらくの間ここに滞在したが、やがて兄弟たちに別れを告げて、船でシリア州

へ旅立った。プリスキラとアキラも同行した。パウロは誓願を立てていたので、ケンクレアイで

髪を切った。（使徒 18：18） 

 このアポロが会堂で大胆に教え始めた。これを聞いたプリスキラとアキラは、彼を招いて、もっ

と正確に神の道を説明した。（使徒 18：26） 

 キリスト・イエスに結ばれてわたしの協力者となっている、プリスカとアキラによろしく。命が

けでわたしの命を守ってくれたこの人たちに、わたしだけでなく、異邦人のすべての教会が感謝

しています。また、彼らの家に集まる教会の人々にもよろしく伝えてください。わたしの愛する

エパイネトによろしく。彼はアジア州でキリストに献げられた初穂です。（ローマ 16：3～5） 

 アジア州の諸教会があなたがたによろしくと言っています。アキラとプリスカが、その家に集ま

る教会の人々と共に、主においてあなたがたにくれぐれもよろしくとのことです。（Ⅰコリ 16：19） 

 プリスカとアキラに、そしてオネシフォロの家の人々によろしく伝えてください。（Ⅱテモ 4：19） 

⇒プリスカ（プリスキラ：プリスカの愛称、アキラの妻）とアキラ（夫）は、皇帝クラウディウス



 

聖書研究資料［非売］〔注意〕著作権者の許可なく、配布・転載・複写することを固く禁止します。 

- 92 - 

 

によって他のユダヤ人共同体の仲間と共にローマを追われた（AD49 頃）。彼らはコリントに移り、

後にエフェソへ移って、そこでパウロと共にテント造りをして働いた。 

 

◆フィレモン（場所：コロサイ） 

 キリスト・イエスの囚人パウロと兄弟テモテから、わたしたちの愛する協力者フィレモン、姉妹

アフィア、わたしたちの戦友アルキポ、ならびにあなたの家にある教会へ。（フィレモン 1～2節） 

⇒「フィレモンへの手紙」（どこの獄中かは不明であるが、獄中にあるパウロがフィレモンにあてた

手紙で、逃亡したフィレモンの奴隷、オネシモを信仰において兄弟として迎えるよう頼む個人的

な内容の書簡）のフィレモンは奴隷を所有する裕福なキリスト者で、小アジア州のコロサイに住

んでいた。彼の家は、信徒の集会所になる場所があったと思われる。フィレモンは、かつてパウ

ロと共に働いたので、パウロは彼を親友と見なしていた。フィレモンは、神の民を愛するイエス

の忠実な信徒として知られていた。アフィアは、フィレモンの妻で、アルキポはその息子と考え

られている。フィレモンは、パウロのような宣教の旅をするキリスト者たちを家に迎え入れるこ

とをしていたと考えられる（フィレモン 7 節：元気づけられた→原義：休息を与えられた）。 

また、同 10 節には、フィレモンのもとから逃亡した奴隷オネシモの記述があり、「コロサイの信

徒への手紙」4：9 には、「兄弟オネシモを一緒に行かせます。」との記述があることから、フィレ

モンは、コロサイ（コロサイは小アジアの南西フリギアの町）の住民と考えられる。 

 

◆ニンファ（場所：ラオディキア） 

 ラオディキアの兄弟たち、および、ニンファと彼女の家にある教会の人々によろしく伝えてくだ

さい。（コロサイ 4：15） 

⇒ラオディキアは、コロサイの西約 19 ㎞に位置にある。 

 

参考地図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


